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H-Jl∑(i+(-1)L'6)Sj･S.,+1+J2ZsL.･S,･+2 Jl>0､J2>0 ｡i-i )'-1
また (1+ (-1)J∂)はAlterhationの効果を有し､この系をよりくわしく調べるために取 り入れ
た｡この系に対し有限系の数値的対角化を行ない､Single卜TripletEnergyGapなどをもちいて転移を
検討した｡解析方法は､外挿法や有限サイズスケーリングにもとづいた方法である｡その結果､∂-
0では､0<J2/Jl<0.30において､Spin-Fluid状態が基底状態になっており､また0.30<J2/Jl
<0.50においてはDimer状態になっているo S>0では8<112J2/Jlらの領域でDimer状態が
実現していることがわかった｡
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